



The Recipience of Loanwords in Chinese：Part of the Research on




Unexpectedly, there is not much research on loanwords in Chinese. The references which this
paper has quoted and introduced are the standard and basic materials to be used by those who want
to pursue the problem of loanwords in Chinese. This paper shows there are more loanwords in
Chinese than expected. Also, Japan is the source of many Chinese words. These words have
intoduced modern Western concepts in China. However, most Chinese are unaware of the foreign
source of these words.
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名と貨幣は音訳語が約 90 ％を占めているので、特に音訳傾向が強いと言える 5)。ここで、
音訳の語例を挙げてみよう。
沙発（Shā Fā） Sofa 、ソファー
珈琲（Kā Fēi） Coffee 、コーヒー
迪斯科（Dí Sī Kē） Disco 、ディスコ
肯徳基（Kěn Dé Jī） Kentucky 、ケンタッキー
巧克力（Qiăo Kè Lì） Chocolate 、チョコレート
B．意訳： 意味を重視する場合の訳し方である。その語例は次の通り。
足球（Zú Qiú） Soccer 、サッカー
電視（Diàn Shì） Television 、テレビ
電梯（Diàn Tī） Elevator 、エレベータ
超人（Chāo Rén） Superman 、スーパーマン















奔馳（Bēn Chí） Benz 、ベンツ
維他命（Wéi Tā Mìng) Vitamin 、ビタミン
保齢球（Băo Líng Qiú） Boring 、ボーリング
可口可楽（Kě Kŏu Kě Lè） Coca Cola 、コカコーラ
















続いて、日本でも中国でも大変人気があるアメリカの清涼飲料水 Coca Cola は、日本語
では、それは「コカコーラ」と呼ばれ、中国語では、「可口可楽」と呼ばれる。中国語の


















細な分類が述べられているが、今は詳しく立入らない 7)。ここでは上記 A、B、C の延長
として次の三つの場合にだけ触れておく。
D．一部音訳・一部意訳：例えばアイスクリーム(ice cream)は中国語で「冰淇林 bīng qí
lín」であるが、最初の一文字は意訳、後二文字が音訳である。唯この場合、後二文字に
「水」と関係のある文字を選んで、多少ともアイスクリームとの関係を表そうとしている。
また、「摩托車 mó tuō chē」はオートバイ(motorcycle)のことだが、前二文字が音訳で「車」
をつけて意訳したものであることはすぐに解る。更に「X 光 guāng」は X 線(X-ray)で、X
は字形そのものの借用による音訳、光は意訳である。尚、この場合 X は漢字で表すと音
訳で「愛克斯」(ài kè sī)である 8)。「安那基主義」(anarchism)、「普羅階級」(proletariat)な
どもこの分類に入り、一部音訳・一部意訳は極めて多い。
E．内容を表す一語を付加したもの：「沙丁魚 shā dīng yú」(英語の sardine、いわし)、「芭
蕾舞 bā lěi wŭ」(フランス語の ballet、バレエ)、「香檳酒 xiāng bīn jiŭ」(フランス語の
champagne、シャンパン)などは 9)、前二文字で既に音訳をすませているのに、内容が解る
ように内容を表す一語を付け加えてある。C であげた「保齢球 Băo Líng Qiú」の球もこ
れである。その他「啤酒 pí jiŭ」(英語の beer、ビール)、「霓虹灯 ní hóng dēng」(英語の neon、




である。「檸檬 níng méng」(英語の lemon、レモン)は音訳だけなら「寧蒙」でもよい訳だ
が、木偏があることによって、植物を連想させようとするものである。これは昔の「獅子」
の犭偏の付加と同じく造字であるが、特別な造字でなくても音訳の文字選びに関係のある






イ ロ フ ラ サン ア ペ キ モ チ マ ウ マ
ギ シ ラ テ スク ラ ル タ ン ベ ン ィ レ
リ ア ン ン リッ ブ シ イ ゴ ッ ジ グ │
ス ス ト ャ ル ト ュ ル
元の言語 英 俄 法 拉 梵 阿 波 契 蒙 藏 満 維 馬 日 他
丁 拉 斯 丹 古 吾 来 本 語
分 野 伯 爾 言 計
( 1) 政治 225 35 21 18 7 7 15 47 105 99 49 17 2 142 172 960
( 2) 軍事 77 11 2 3 5 0 0 10 18 8 7 0 0 39 22 202
( 3) 経済 214 10 13 2 3 2 1 0 3 6 0 1 6 63 17 314
( 4) 工業 486 41 8 1 1 0 3 0 5 1 0 0 2 43 8 599
( 5) 科技 645 9 7 7 3 0 0 0 1 0 0 0 0 93 2 767
( 6) 社教 122 9 2 26 20 3 0 0 4 1 0 0 0 124 10 321
( 7) 医衛 370 24 6 1 18 4 4 2 3 2 4 0 0 58 9 505
( 8) 文体 337 139 23 2 10 1 3 0 17 24 2 18 0 60 114 750
( 9) 宗教 112 6 2 7 408 63 9 1 65 43 2 12 0 9 43 782
(10) 生活 374 65 18 2 61 15 16 10 74 48 22 24 24 63 161 977
(11) 農業 14 5 0 0 1 0 0 0 15 3 0 3 0 6 14 61
(12)度量衡 59 13 39 4 6 1 0 0 0 1 0 1 1 13 11 149
(13) 自然 344 29 11 4 160 19 33 8 53 10 19 3 25 25 101 844
(14) 余類 47 5 10 11 77 2 0 6 37 10 23 6 16 144 52 446
計 3426 401 162 88 780 177 84 84 400 256 128 85 76 882 735 7704
(出所) 史有為『漢語外来詞』商務印書館,2003 年 8 月, p.162 ～ 163.
植物を連想させる仕掛けになっている。余りに名訳なので誰も外来語だとは思わず、中国











語の中で、英語から入ったものは 3426 語と最も多く、それに次ぐ日本語(882 語)、サン







おける外来語彙は合計 1270 語で、そのうち 458 語が日本語からのものであるということ
である 12)。王立達のほぼ同時期の論文「現代漢語における日本語からの借用語彙」の統計
では 588 語となっている 13)。また日本の漢学者実藤恵秀が、先の二つの統計を基に整理し
たところによれば、830 個という数値になっている 14)。またその後、さらに香港の学者譚
























近代中国における最初の海外留学は、清朝の渡米留学である。清朝政府は 1872 年から 76
年までの間に 120 人の少年をアメリカに長期留学生として派遣している。同時期に陸海軍






































は、1899 年に 100 名を越え、1902 年には 700 名を越え、1903 年には 1000 名を越え、1906
































































































































































































1） 高名凱・劉正埮『現代漢語外来詞研究』中国文字改革出版社,1958 年 2 月。
(これは高名凱・劉正埮『現代中国語における外来語研究』(鳥井克之訳),＜関西大




2） 高名凱・劉正埮・史有為『漢語外来詞詞典』上海辞書出版社,1984 年 12 月。
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10) ここの F の事例も鈴木義昭・王文,前掲書,p.318 からとった。




14) 実藤恵秀『近代日中交渉史話』春秋社，1973 年， p.312。
15) 前掲書， p.342 。譚汝謙「中国語の中の日本語・補遺」は前掲書の附録にまとめられ
ている。
16) 陳生保「中国語の中の日本語」(HP「日文研」の pdf；http://www.nichibunken.ac.jp/
graphicversion/dbase/forum/text/fn091.html (2007 年 6 月 26 日所見)。この論攷は陳生保が
「日文研フォーラム」(第 91 回， 1996 年 12 月 17 日)で講演したものを原稿として纏めた
ものである。
17) HP「和製漢語と西洋東漸」；http://web.kyoto-inet.co.jp/ (2007 年 6 月 28 日所見)
18) 新民社編『清議報全編』第四巻， p.73 (上海図書館・上海科学技術情報研究所蔵）。
19) 陳力衛『和製漢語の形成とその展開』汲古書院,2001 年 2 月，第五章。













27) 例えば，HP「網易論壇」；http://bbs6.news.163.com/ (2007 年 11 月 27 日所見)。
28) 陳生保，前掲論文。
29) 同前。
30) 王彬彬，前掲論文。
31) 陳生保，前掲論文。
32) 本稿は修士論文の一部を，その後に入手できた資料等も追加して，発表用に書き直し
たものであるが，修士論文のときも今回の発表に際しても，日本語の修正等について
指導教員の小林路義教授(現名誉教授)のお世話になった．特記して謝意を表する．
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